
被災地再建研究グループ 第３回公開シンポジウム 
（東北地理学会 2014 年度 第２回研究集会） 

 大槌での「東日本大震災」を検証する  

日 時：2014 年 9 月 14 日(日日) 10:00～16:30（9:30 開場）  
場 所：大槌町中央公民館（岩手県上閉伊郡大槌町小鎚第 32 地割 126） 

入場料無料  ※ 事前申込み不要 
 

第一部 大槌町での津波対策を考える             司会：島津 弘（立正大学） 

 10:00 ～ 10:04  ご 挨 拶 碇川 豊（大槌町長） 
10:04 ～ 10:08      田村俊和（日本地理学会被災地再建研究グループ 代表代行） 
10:08 ～ 10:12      島田周平（東北地理学会 会長） 

  10:12 ～ 10:15  趣旨説明 岩船昌起（鹿児島大学） 
10:15 ～ 10:35  講  演 吉川忠寛（防災都市計画研究所）：大槌町における津波避難の教訓 
10:35 ～ 10:50      田中耕市（茨城大学）：大槌町での「避難しやすさ」を GIS から分析する  
10:50 ～ 11:15      岩船昌起（鹿児島大学）：市街地での津波の動き－映像と浸水データ 

 11:15 ～ 11:45  総合討論‐大槌町での津波避難計画を考える 
         ま と め 岩船昌起（鹿児島大学） 

第二部 被災者の生活再建と｢こころのやすらぎ｣と健康を考える 司会：岩間信之（茨城キリスト教大学） 

13:30 ～ 13:35  ご 挨 拶：大野 満 （トヨタ財団 事務局長） 
13:35 ～ 13:40  趣旨説明：岩船昌起（鹿児島大学） 
13:40 ～ 14:05 浅川達人（明治学院大学）ほか：大槌町吉里吉里地区での復旧・復興プロセス 
14:05 ～ 14:30 池谷和信（国立民族学博物館）：大槌町での民俗芸能と地域復興 
14:30 ～ 14:55 大水敏弘（大槌副町長）：大槌町の復興まちづくり 
15:05 ～ 15:35 岩船昌起（鹿児島大学）ほか：被災者の行動と生活環境を考慮したまちづくり 
15:35 ～ 16:20  総合討論       司会：岩間信之（茨城キリスト教大学）・岩船昌起（鹿児島大学） 

コメント：麦倉 哲（岩手大学）・増田 聡（東北大学）・森 直子（NIRA 研究調査部） 
ま と め 岩船昌起（鹿児島大学） 

17:30 ～ 19:30 情報交換会 
 

主催：日本地理学会被災地再建研究グループ，東北地理学会 
共催：大槌町，トヨタ財団，鹿児島大学地域防災教育研究センター 

後援：大槌町教育委員会，大槌町社会福祉協議会，大槌商工会，大槌町観光物産協会，新おおつち漁業協

同組合，東北都市学会，東北大学大学院経済学研究科震災復興研究センター 

オーガナイザー：岩船昌起（鹿児島大学）・浅川達人（明治学院大学）・ 
岩間信之（茨城キリスト教大学）・池谷和信（国立民族学博物館） 

●本活動は、トヨタ財団「2013 社会コミュニケーションプログラム（D13-SC-0003）」の一部である● 


